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人口減少の現状・要因

}総人口

・長崎市の人口は、昭和50年頃に、それまでの増加傾向から横ばいへ移行し、

昭和60年を過ぎた頃から減少に転じている。

令和2年の人口は、 40万9千 U8人であり、人口が減少局面に転じた昭和

60年から約35年間で約9万6千人減少している。

・さらに、年少人口が減少の途をたどる中、老年人口の増加が継続し

ており、少子化と高齢化が同時に進行している状況となっている。

人

550卯0

5m伽0

450伽0

467835

2?.410

4m伽0

483303

?6■01

3即Φ0

3卯,卯0

494358

ヨ1137

2舶,mo

505,835 502799 505.566

319卵

2伽mo

1釦.mo

1伽mo

44"1

500卯

53.t61

494.0訟

0

昭和35年昭和如年昭和45年昭和50年昭和砧年昭和印年早成2年平成7年平成12年平成行年平成22年平成27年令和2年
(1部0)(1部5)(197の(;975)(1能0)(1蛤5)(1的0) 0鵠5)(2000)(2005)(2010) 2015 2020

口生産年齢人口 老年人口口年少人口 (注ネ)市町村合併の旧臼1の人口を含む
(注2)鴛人口には年齢不詳含む(65歳以上)(15~64歳)(0~14歳)

64点脚

487,063

胎之自1

470135

91.736

455.206

m824

443766

図表1

429508

10,4伽

93之闘

総人口及び年齢3区分別人口の推移

409."令

マ?974

帥,フ70
6日945

訟'04

60^9 55B17 卸二65 46.171

出興総務'「国勢餌



従人口指数1の推移

生産年齢人口の扶養負担の程度をあらわす従属人口指数の推移をみると、

昭和35年は64.5 と高かったが、その大半は年少人口を支えていたことが分

かる。

その後、少子化により、従属人口指数は平成 2年にかけて減少するものの、

平成7年以降は、高齢化の進展により増加に転じ、令和 2年は80.2であり、

その多くは老年人口を支えていることが分かる。
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社会動の状況

・日本人の社会動態における転出超過拡大の主な要因は、若い世代を中心とし

た転入者数の大幅な減少(平成 27年から令和 3年で 1,740人減少)である。

20歳から44歳までの転入者数は、平成27年は7,366人であったが、令和3

年は6,155 人と 1,211人減少しており、加えて、0歳から 14歳までの転入者

数も、平成 27年は 1,腿0 人であったが、令和3年は 1,182 人と 448 人減少

している。
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令和3年の長崎市における社会動(日本人)の状況について

・長崎市の令和2年における日本人の転出超過は2,025 人であったところ、令

和3年においては2,194人であり、前年比で 169人の悪化となった。

169 人悪化の内訳は、転入者が 674 人の悪化、転出者が 505 人の改善となっ

ている。

区分

転出超過数

転入者数

転出者数

※

令和2年

2,025 人

11,104人

13,129 人

令和3年の総務省「住民基本台帳人口移動報告による転出超過数(日本人)

第1位広島市'2,230人(▲129人)

第2位長崎市'2 194人('2 025人)

第3位豊田市'2,100人(▲2,428人)

第4位京都市'2,007人(▲1,617人)

第5位呉市 ▲1,9呪人('1,862 人)

注1:()内は令和2年の実数

注2:1順位は東京都特別区部を除く。

令和3年 比較

169 人悪化2,194 人

674 人悪化10,430 人

505 人改善12,624 人

(出典:総務省住民基本台帳人口移動報告)



人口の将来展望

令和兀年10月1日現在の推計人口 4Ⅱ,421人を基準とし、以下に不す平成28年

3月に策定した長期人ロビジョンの仮定値を置き、長崎市の将来人口を展望してい

る。

合計特殊出生率については、令和 12年に国の希望出生率 1.80 を、令和 22年に

市の希望出生率である 2.00 をめざすこととしている。

令和2年の人口は、 409,Ⅱ8 人であり、第 2 期人ロビジョンよりも 329 人少ない

状況となっている。
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3 第2期長市まち・ひと・しごと 1生総合戦略

m めざすべき姿

若い世代に選ばれる魅力的なまち

②本姿勢

ア人口減少社会における本識

日本全体が人口減少社会に突入した中で、今後、人口減少は避けられない課

題であるが、その減少のスピードをいかに緩やかにするか、そのうえで、市民

の暮らしやすさの実現と経済成長にっなげるため、時代の変化を見極めながら、

行政でしかできない役割をしっかりと果たしていく必要がある。

人口減少克服・地方創生の実現に向けた目標設定の考え方

長崎市における若い世代の転入者数の減少を主な要因とする転出超過の拡

大及び若い世代の減少に伴う出生数の減少に起因する人口減少の克服に向け

て、第2期総合戦略では、「い世にばれる魅力なまちをめざすべき

姿として掲げ、その実現に向けた4つの目標を設定する。

この目標の設定にあたっては、社会減・自然減の両面で人口の減り方をお

さえる、人口が減っても暮らしやすいまちにする、父流人口を増やすと

いう考え方を基本とする。

取組姿勢

産学官金労言士(産業界、教育機関、行政機関、金融機関、労働団体、メディ

ア、士業)の各団体や市民のオール長崎市で推進する。

③第2期総合戦略の目標

基本目標1

基本目標2 子どもをみんなで育てる子育てしやすぃまちをっくる

基本目標3

経済を強くし、新しいひとの流れをつくる

特定目標

④

「まちの形」と「まちを支えるしくみ」をつくる

第2期総合戦略の期

令和2年度から令和6年度まで(5年問)

交流の産業化



⑤体系

【めざすべき姿】若い世代に選ばれる魅力的なまち

基本目 1 経済を強くし、新しいひとの流れをつくる

盤力ある仕事をつくる

(2)新しい仕事へのチャレンジを応慢する

(3 学ぴ、暮らし、楽しむ魅力を高める

(4)移住を促進する

(5)関係人口を創出・拡大する

重点プロジエ外一・「斬^の密を育てるプロジエ外」「

1地元企業の新事業展開の推進と新産業の創出及成

②企業立地の推進

③融きやすい職場環境づくりの推進

④地元企業の強化(企業の情怨発信、保用活動促進、マッチングの促進)

①創集・スタートアップの促進

②販路開拓の促進

③臭林水産案を担う多様な人材の成

④農林水産業の生産性向上

①学びの場の魅力向上と発信

②暮らす魅力の向上と発信

③楽Lみの創出と魅力の発信

1 サポート内容・相談体制の充実

1 城外の人材と関係する機会の充実

X若看プロジエ外」r住みよかプロジエ外」

基本目標2 子どもをみんなで育てる子育てしやすいまちをつくる

結婚・妊娠・出産の希望をかなえる

2 干ての環境を充実する

①結婚を希望する独身者の支授

②妊掘・出産への支提

幼児期の數育・保の充実

②子ての負担軽減

ア子育てに関する情報の収・発信の充実

イ子てに関する相談体制の充実

ウ干育てを通した仲間づくりの椎進

工家庭の子育て力向上の支艦

オ地域や商店街、職場などで子てを応提する取組みの推進

力子てを総合的に支援するため点の整

キ経済的支擾の実施

③子どもの育ちへの支援

ア子どもが遊び・学ぶ場の充実

イ子どもの安全対策の推進

④母と子の健康への支援

ア妊娠・出産・児への切れ目ない支擢

イ子どもの健やかな成長への支橿

⑤児童虐待等の防止

⑥子てと仕の両立の支撰

アワーク・ライフ・バランスの推進

イ子てと仕事の両立のための基盤整

児童生徒が「確かな学力」を身に付けるための教境の充実

②児童生徒が安全・安心に学べる教育理境の整

(3)学校における教育環境を充実する

重点プロジエ外・・rこども元プロジエクト」



基本目標3 「まちの形」と「まちを支えるしくみ俺つくる

0)地域の力でまちづくりを進める

(2)コンパウトで暮らしやすいまちをつくる

3 地域をネットワークでつなぐ

薫点ブロジエクト・・「まちをつなけるプロジェクト」r会共

特定目標交流の産業化

地域コミュニティの活性化

②まちづくりの人材育成及び協働の推進

③地城防災力の向上

高次な都市樋能を雑持・集

②将来に向けた公共施設等の直し

①道路ネットゥーウの充実

②公共交通網の仕組みづくりと維持

③情報ネットワーケの整備促進

④広域連携の推進

Sooi.5.0の実現に向けた技術活用の促進

マネジメント推進プロ3吐外」「役所新lbロジェウト」

(1)顧客創造プロジェクト

(2)価値創造プロジェケト

(3)交流を支える都市の基盤整備

(4)交流の産化を進める体制づくり

重点ブロジエウト・・「ま右MICEプロジエ外」「まちぶらプロジェクト」

外国人観光客の誘致・受入の推進

② MIOE誘致・受入の推進

③交流のエリア拡大

①資源の磨き上げ

②サーピスの向上と創出

①陸の玄関口の整備

②海の玄関口の整備

③中心市街地の活性化

長崎市版D闡0の犠能充実



4 第2期総合戦略の一部改について

m 第2期総合戦略の一部を改することについて

長崎市では、令和2年3月に第2期総合戦略を策定し、令和2年度から令和6年

度までの5年間の人口減少克服と地域活力の向上に向けた目標や施策の基本的方

向を定めて人口減少対策を推進しているところであり、通常計画期間中には総合戦

略の変更は行っていないが、第2期総合戦略の数値目標や重要業績評価指標(KP

D (以下成果指標という。)について新型コロナウイルス感染症の影響を定

反映する必要があるものと考えている。

方、令和2年度から令和3年度にかけては、長崎市第五次総合計画をはじめ、

長崎市観光・MICE戦略や第五次長崎市経済成長戦略など、第2期総合戦略と密

接に関係する市の計画の策定が行われているところであり、これらの計画は市内部

での検討のほか、各専門の審議会などにおける検討を経て、必要な新型コロナウイ

ルス感染症の影響が考慮された内容となっている。

このような状況を勘案して、第2期総合戦略の成果指標についても新型コロナウ

イルス感染症の影響を考慮する必要があり、また、長崎市第五次総合計画をはじめ

とする市の計画の内容との整合を図るため、令和3年度に第2期総合戦略の部を

改訂し、令和4年度からの第2期総合戦略に反映させようとするもの

②第2期総合戦略の一部改訂の対象について

①新型コロナウイルス感染症により影響を受けている成果指標(数値目標・重要

業績評価指標(KP D)など

②長崎市第五次総合計画その他、第2期総合戦略と密接に関係する市の計画との

整合を図る必要がある箇所

③その他改訂に反映させる必要があると判断する重要なもの唄オ源活用の視点等)



③ 第2期総合戦略の一部改の内容について

5 改訂箇所覧・ 6 新旧対照表参照

④ 改訂時期・期間

改訂時期

改訂後の期間

R元年度

令和4年3月(予定)

令和4年度から令和6年度まで(3年問)

第1期 H27 RI

R2年度

現行:第2期総合戦略(R2~R6)

R3年度 R4年度 R5年度

一部改訂版:第2 期総合戦略(R4~R6)

^^

R6年度

ーーーーーー」
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⑥新旧対照表

所管課

長崎創生推

進室

頁

P55 V 第2期総合戦略

(追加)

改訂前

第2期総合戦略

まち・ひと・しごと創生 ^2 のー

訂について(令和4年月追加)

総合戦略は令和2 3 に策定したものであるため、当

初役定した成指標のくは新型コロナウイルス感染症

の影響が十分に考慮されていないものとなっている。

改訂後

このような、 A 2 度から令和3 度にかけては、

長崎市第五次総合計画をはじめ、長崎市観光・MICE戦

略や第五次長崎市経済成長戦略など、第2 '合戦略と密

接に関係する市の,十百の定が'丁われているところであ

、これらの,十画はよりコロナ禍のをしたものと

なっている。

コロナウイルス感染症により著しく影響そこで、

を受けている成果指標(値目標・重要業績評指標

(KP I))、長崎市第五'総合,十画その他総合戦略と密

接に関係する市の,1画との整合を図る必がるもの

を対象として総合戦略の部を改訂し、令和4 度から

の総合戦略の推進に反映させるものである。

改訂理由

改訂趣旨の

記載

V
4

北
1



NO 頁

2 P59 <数値目標>

法人市民

税法人税
4.161 社

割を課税
元年度

された法

人數

企案誘致

に伴う新 2.3舶人
規雇用者(30年度)

数[累計]

改訂前

目

(時期)

産業雇用

政策課

4549 社

6年度

区分

目標値

実績値

達成率

目値

実績値

達成牢

目標値

実績値

達成牢

移住者數

第五次総合

計画との整

合(コロナ

の影響を考

慮)

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

介

3.810 人

(6年度)

R2

92 人

(30年度)

移住支援

室

4236

R3

(1)魅力ある仕事をつくる

新たな産業の創出・育成に係る取組みへの支援や地域

の発展に寄与する企業誘致を推進することで、働く場を

確保するとともに、ワーク・ライフ・バランス・'の周知・

啓発などによる働きやすい職場環境づくりの推進と地兀

企業の情報発叫の強化や学生とのマ、、チングなどによる

雇用の強化を図り、多様な人材の確保に取り組む。

(1)魅力ある仕事をつくる

①地元企業の新事業展開の推進と新産業の創出及び育成

●大学や誘致企業が有る研九や hについて、地場企

業をめた様々なマ、、チングを図ることにより、新たな

ビジネスモデルの築を"する。

介

2伽人

工旦望図

4312

産業雇用

政策課

R4

2.610

4390

介

R5

2.910

4469

4

R6

<数値目標>

指標名(時期)
法人市民

税法人税 4091

割を課税 (28~2

平均された法

人數

企業誘致

に伴う新 291人
規雇用者(2年度)

數〔累計]

2卯

3210

P60

4549

2卯

3510

2卯

3810

2卯

改訂後

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

目

(時期)

2伽

塑塑世
匹茎輿

区分

目値

実績値

達成率

移住者数

産業雇用

政策課

介

1.4引人

(6年度)

R2

3"人

(2年度)

R3

(1)魅力ある仕事をつくる

新たな産業の創出・育成に係る取組みへの支援や地域

の発展に寄与する企業誘致を推進することで、働く場を

確保するとともに、ワーク・ライフ・バランス・の周知・

啓発などによる働きやすい職場環境づくりの推進と地兀

企業の情報発イロ強化、採用活動の支援などによる雇用の

介

350 人

竺茎型

指名 R4

介

R5

改訂理由

実績値

違成率

R6

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

合(コロナ

の影響を考

慮)

2卯

強化を図り、多様な人材の確保に取り組む。

(1)魅力ある仕事をつくる

①地元企業の新事業展開の推進と新産業の創出及び育成

●自外企業と地場企業によるオープンイノベーション型

新事業倉出のため、より効果的な支が行える組織

的な体制を構築する。

所管課

2卯 350

値
値
率
値

頼
成

目
実
達
目

合

合

皐
期

基
(



産業雇用

政策課

頁

P60

改訂前

(1)魅力ある仕事をつくる

①地元企業の新事業展開の推進と新産業の創出及ぴ育成

【重要業績評価指標(KP I)】

準 目値
指標名 区分 R2 R4 R5R3 R6

(時期)(時期)

「新産業の種」
5となり得る大

学及び誘致企

6

禦等と地場企

業との新たな

取り組みの数

累計

(1)魅力ある仕事をつくる
企業立地の推進

【重要業績評価指標(KP I)】

準値目
指名

(時期)(時期)

P61

0件

(元年度)

5件

(6年度)

14件

6年度

目値

実績値

達成率

区分

目値

実績値

達成率

介

介

7

企業立地件数

(市外企集新

設)[累計]

R2

P62

者における働き方

6へ再)

R3

改訂後

(1)魅力ある仕事をつくる

①地π企業の新事業展開の推進と新産業の創出及び育成

【重要業績評価指標(KP I)】

基準
指撫名 区分 R2 R3 R4 R5 R6

(時期)(時期)

地場企粂等と

県外企業等と

の協業による
9件1件

新規事業創出
健生園 」旦生園

に係る実証事

業の実施件数

(1)魅力ある仕事をつくる

③働きやすい職場環境づくりの推進
(追加)

R4

笙註
(30年度)

(削除)

38件

6年度)

区分

目操値

実績値

達成率

0 き方革やワーク・ライフ・バランスなどにする
種制度やイベント情報、相談窓口等について、ホームペー

ジや地元企業へのダイレクトメールにより報信する

とともに、元企業の職場環向上に係る経費を支援す
る。(※基本目標2一②イ動へ再掲)

0職 向上に係る国・県・市の支援制度などを し、

活用につなげる。※基本目標2一伐一6へ再掲)

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

介

R2 R3 R4 R5R5

(1)魅力ある仕事をつくる

企業立地の推進

【重要業績評価指標(KP I)】

目値基
指棚名

(時期)(時期)
R6R6

革を推進する。(※基本目

目値

介実績値

達成率

産業雇用

政策課

企業立地件数

市外企業新

設[累計1

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

改。丁理由

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戰略との整

(1)魅力ある仕事をつくる

③働きやすい職場環境づくりの推進
0 雇用の受け皿となる事業者の受入れ態勢の整備を図る

2件

2年度)

所管課

産業雇用

政策課

ため、

標2一②

(削除)

合

合

合

ぬ
5



頁

P腿

改訂前

(1)魅力ある仕事をつくる

④地元企業の強化(企業の情報発信、採用活動促進、マッ

チングの促進)

学生やその保護者に対して、テレビ番組や書籍、セミナ

ーの開催により、魅力ある地元企業の情報を発信するとと

もに、インターンシップの活性化を図るため、ホームヘー

ジ等で地兀企業のインターンシッフ受入情報を発イロする。

0 市内からの進学者がい福岡県で地元企業研究会を開

・するとともに、福岡県や首の大"を、ルし、

業やイベントの周知等を行う。

●市"と連携し、キャリア教育の業等を活用して

学生と地元企業の交流のを出る

地兀企業の採用力向上及び積極的な採用活動を促進す

るため、企業経営者や採用担当者を寸象としたセミナーを

開催するとともに、採活動に、る費を支援する。

0 地兀企業の県外での採用活動を"するため、県外で開

催される企業面談会等への参加経費を支援する。

改訂後

(1)魅力ある仕事をつくる

④地元企業の強化(企業の情報発信、採用活動促進、マッ

チングの促進)

学生やその保護者に対して、魅力ある地兀企業の情報を

効果的・効率的に発信するとともに、インターンシップの

(1)魅力ある仕事をつくる

④地元企業の強化(企業の情報発信、採用活動促進、マッ

チングの促進)

【重要業績評価指標(KP I)】

基準目
指名 R6R4 R5R2 R3

(時期)(時期)

活性化を図るため、ホームページ等で地兀企業のインター

ンシップ受入情報を発信する。

(削除)

介
市内大学卒業

者の市内就職

牢

240%

(30年度)

(削除)

地兀企業の採用力向上及び積極的な採用活動を促進す

るため、オンラインを含む採用活動を支援する。

30096

6年度

区分

目値

実紬値

達成牢

介

産業雇用

政策課

改訂理由

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

(削除)

260 740

(1)魅力ある仕事をつくる

④地元企業の強化(企業の情報発信、採用活動促進、マッ

チングの促進)

【重要業績評価指標(KP I)】

拳目
R6R5R2 R3 R4

(時期)(時期)

270

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

280 680

所管課

産業雇用

政策課

290 刀0300

指標名

事梨者への新
辛採用状況調

晝における求

人数に対する

平充足牢

766%

(30年度)

710

区分

目値

実績値

達成率

合

合

畿

而
8



269

頁

P64

改訂前

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

①創業・スタートアップの促進

●スタートアップ(新たな市場の開拓等を目指す起業)に

心がある人材を発掘し、起業に口けた支援を行う。

P65

雇用の維持及び創出を図るため、市内の中小企業者の新

たな後継者による事業承継を支援する。

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

①創業・スタートアップの促進

【重要業績評価指標(KP I)】

指撫名

創業サポート

長の支援に

よる創業者數

基半値

(時期)

改訂後

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

①創業・スタートアップの促進

●スタートアップ(新たな市場の開拓等を目指す起業)を

目指す人材の掘り起こしや起業家コミュニティの活性化

を図る。

市のスタートア

ンプ支授を受

けて起業した

者の敷[累計]

245者

(30年度)

目標

(時期)

276 者

(6年度)

0者
(30年度)

R6区分

目標値

実績値

達成率

目値

実綾値

達成牢

介

R2

雇用の維持及び創出を図るため、市内の中小企業者の事

業承継を支援する

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

①創業・スタートアップの促進

【重要業績評価指標(KP I)】

3者

竺生輿

産業雇用

政策課

R3 R4

263

R5

270

R6

276

指名

創業サボート

長崎の支援に

よる創業者数

3

基準

(時期)

改訂理由

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戰略との整

221 人

処茎匡

目標

(時期)

(削除)

2能人

'旦茎輿

所管課

産業雇用

政策課

区分

目標値

実績値

達成率

介

R2 R3

232

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

244

R4 R5

256

合

合

ぬ
川



スホーツ

振興課

頁

P67

改訂前

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

③農林水産業を担う多様な人材の育成

【重要業績評価指標(KP I)】

目標基準
区分指名 R2 R3

(時期)(時期)

目値
新規漁業就

21 人 31 人 介 実績値業者数上呈 (30年度) (6年度)
如 達成牢

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

④農林水産業の生産性向上

【重要業績評価指標(KP I)】

基皐 目標
指探名

(時期)(時期)

P能

改訂理由

第五次総合

計画、第4

次水産振興

計画との整
R4

卵.3 侃円

(6年度)

R5

産物

販売額

区分 R6R5R4R2 R3

目標値 493 503 51.3

実綾値

達成率

目値朝,747 48.864 朝,3開 49.831 50.315

実緬値

達成牢

見るスポーツ」で

漁梨生

産量

改訂後

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

③農林水産業を担う多様な人材の育成

【重要業績評価指標(KP I)】

基準 目
区分指名 R2 R3

(時期)(時期)

目値

新規漁業就 12 人 15 人 介 実値
業者數 (6年度)(元年度)

達成牢

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

④農林水産業の生産性向上

【重要業績評価指標(KP D】

基準値目
指名

(時期)(時期)

R4

56.1 億円

(6年度)

R5

14

区分 R3R2 R4 R6R5

目値

実緬値

達成率

目値 48,747 担2至9 皇,区!至巨旦a旦を 50.67フ

実績値

達成牢

R6

P70

介

.67フド

6年)

R6

(3)学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

③楽しみの創出と魅力の発信

V ・ファーレン長崎」が地元のチームとして定着する

所管課

水産振興

課

介

介

50,315 トン

(6年度)

よう、ホームタウンとして盛り上げ、

若者の楽しみを創出する。 して盛り上げ、「見るスポーツ

る。

(3)学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

③楽しみの創出と魅力の発信

O 「v・ファーレン長崎」及び長崎ヴェルカ」が地兀の

第五次総合

計画、第4

次水産振興

計画との整

介

で若者の楽しみを創出す

水産振興

課

フロスホーツチームとして定着するよう、ホームタウンと

第五次総合

計画、第

次農業振興

計画との整

産物
販売額

農朴振興

課

第五次総合

計画との整

漁業生
産量

合

合

合

合

一
二
・

3
 
~
平
 
6
 
~

(
 
4
 
(

.
 
2



移住支援

室

頁

P71

改訂前

(3)学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

③楽しみの創出と魅力の発信

●若い世代に情報誌を通じて、長崎に住んでいるさまざま

な価値観を持つ人や、挑戦している人たち、幅広い選択肢

や可能性などの長崎の魅力を紹介する

(3)学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

③楽しみの創出と魅力の発信

【重要業績評価指標(KP I)】

指揮名 区分

情報誌から 目標値
情報を得て

50,6 介いる市民の 実績値
」生園割合(10~20

達成率代)

(4)移住を促進する

①サボート内容・相談体制の充実

【重要業績評価指標(KP D】

目標基
指標名

(時期)(時期)

17 P72

基単儘

(時期)

目標

(時期)

移住支援

室

改訂後

(3)学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

③楽しみの創出と魅力の発信

●若い世代に情報誌やSNSを通じて、長崎に住んでぃる

R2区分 R3 R4 R5R2 R6

目標値 1'伽0 1卯0 1卯0 1伽0 !,旦空旦
移住相談件 虫股堂 1.^件 介 実績値
数 (30年度)

達成牢

(5)関係人口を創出・拡大する

①域外の人材と関係する機会の充実

(追加)

R3

18

目値 1伽0 1伽0 1,200 1200 1,200

1.138 件移住相談件 1.2Ⅸ】件 介 実纓値
数 (6年廣(2年度

達成率

(5)関係人口を創出・拡大する

①域外の人材と関係する機会の充実

●将来的な移住者となりうる係人口の創出・拡大に向け

て、ワーケーションの推進に取り'む。

第五次総合

計画との整

R2

所管課

広報広聴

課

さまざまな価値観を持つ人や、挑戦している人たち、幅広

い選択肢や可能性などの長崎の魅力を紹介する。

(3)学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

③楽しみの創出と魅力の発信

【重要業績評価指標(KP I)】

P73

R3 R4 R2R5 R6 指名 区分
(時期)

情報誌及び 目値
SNSから情

92,6 12.5%
報を得ている 実績値

丘生囲 墾生劉市民の割合
達成率10~20 代)

(4)移住を促進する

①サポート内容・相談体制の充実

【重要業績評価指標(KP D】

目橿値基準
指標名 区分

(時期)(時期)
R4

R3

KP 1要素

の修正

R4

第五次総合

計画との整

(コロナ合

の影響を考

慮)

R5 R6
目標

(時期)

R5

改訂理由

KP 1要素

の修正

広報広聴

課

R6

合

血
巧



NO.頁

基本目標2

19 P76

改訂前

子どもをみんなで育てる子育てしやすいまちをつくる

(1)結婚・妊娠・出産の希望をかなえる

①結婚を希望する独身者の支援

【重要業績評価指標(KP I)】

基準 目
指名 区分 R3R2 R5R4

(時期)(時期)

rwizooo(ウィ 目値 15 20

ズコン)なが三性
35 件 介さき」におけ(元年度) 実頼値

(6年度)
るマッチング※4ケ月問

違成牢件数

P84 (2)子育ての環境を充実する

③子どもの育ちへの支援

イ子どもの安全対策の推進

【重要業績評価指標(KP "】

目標基準

(時期)(時期)

6,100 回
6,1伽回 介(26~30年
(6年度)

座王塑

区分

目値

実績値

達成率

介

R2

指名

子どもを守る
ネットワーク

パトロール実

施回数

88.0

R3

P87

88.0

R4

(1)結婚・妊娠・出産の希望をかなえる

①結婚を希望する独身者の支援

【重要業績評価指標(KP I)】

基準 目
R3R2

(時期)(時期)

(2)子育ての環境を充実する

⑤児童虐待等の防止

【重要業績評価指標(KP I)】

皐 目
指標名

(時期)(時期)

第五次総合

計画との整

R6

880

指名

rwizcon(ウィ

ズコン)なが

さき」におけ
るマッチング

件数

区分

目値

実績値

達成率

R5

改訂後

R2

虐待の改普

率

6.100 6.100 6,100

R3

旦性
(元年度)

※旦ケ月問

(2)子育ての環境を充実する

③子どもの育ちへの支援

イ子どもの安全対策の推進

【重要業績評価指標(KP I)】

基準 目

(時期)(時期)
R4

81.696

(26~30年

度平均)

R5

超堂
竺生図

R6

区分

目値

実績値

達成率

区分

目値

実槙値

達成率

6.

介

指名

子どもを守る

ネットワーク

バトロール実

施回數

介

880

R2 R6

15

改訂理由

82.5

R3

R4

20

83'4

R4

第五次総合

計画との整

(2)子育ての環境を充実する

⑤児童虐待等の防止

【重要業績評価指標(KP I)】

目標串
指標名

(時期)(時期)

R5

4.478 回
(2年度)

84.3

R5

所管課

R6

85_2

R6

6.2Ⅸ)回

(6年度)

長崎創生推

進室

86.0

区分

目標値

実績値

達成率

子育て支援

課

介

R2

虐待の改善

牢

5.伽0 5.500 6伽0 6.100

R3

第五次総合

計画との整

^ (コロナ

の影響を老

慮)
R4

87.2%

(2年度)

880

R5 R6

88.0,6
(6年度)

こどもみら

い課

合

盤

合



情報統計課

頁

P87

改訂前

(2)子育ての環境を充実する

⑥子育てと仕事の両立の支援

アワーク・ライフ・バランスの推進

(追力の

0 働き方革やワーク・ライフ・バランスなどにする各

種制度やイベント情報、相談窓口等について、ホームペー

ジや地企業へのダイレクトメールにより情報信

とともに、地兀企業の職場環向上に係る経費を支

る。(※基本目標1 (1)・ 3から再掲)

職場環向上に係る国・県・市の支援制度などを

活用につなげる。(※基本目 1・(1)・ 3から再)

40 ICT

Inf0皿ation

技術の略

改訂後

他)子育ての環境を充実する

⑥子育てと仕事の両立の支援

アワーク・ライフ・バランスの推進

0 雇用の受け皿となる事業者の受入れ態勢の

ため、事業者における働き方革を進する。

1 ・(1) 3から再掲)

(削除)

:情報・通イロに関する技術の総称

肌d c0皿Unication Techn010宮y は「情報通信

し、 (削除)

40 ICT :情報・通{口に関する技術の総称。

InforⅢation a加 C0皿如ication TeC加010gy の略。日本語

で「情報通信技術」と訳される。

改訂理由

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整を図る

(※基本目

所管課

産業雇用政

策課

字句の修正

合

る
す

而
詑



NO.頁

基本目標3

24 P91

改訂前

まちの形」と「まちを支えるしくみ」をつくる

(1)地域の力でまちづくりを進める

①地域コミュニティの活性化

【重要業績評価指標(KP D】

準 目標
指名 区分 R2

(時期)(時期)

目標値 689
自治会加入 70.0%68.フ% 介 実績値
牢 (元年度) 工旦窪園

達成率

(1)地域の力でまちづくりを進める

③地域防災力の向上

実施し、自助・共助の意識を酸成する。

を促進する。

R6

0

「地域コミュニティ連絡協議会」と協力して防災訓練を

●消防団の活動のPR・情報発信により、消防団への加入

0 0

(3)地域をネットワークでつなぐ

①道路ネットワークの充実
【具体的な事業】

・道路新設改良事業(江平浜平線、中川鳴滝3号線、川上町

出雲線、清水町白鳥1号線、大橋町赤迫1号線、籠町稲田

町1号線、虹が丘町西町1号線)

国の制度変

更に伴う対

応

第五次総合

計画との整

R3 R4

(1)地域の力でまちづくりを進める

①地域コミュニティの活性化

【重要業績評価指標(KP D】

目標基準
指名 区分 R2 R4R3 R6R5

(時期)(時期)

目擁値舶.9 69.5693 697

自治会加入 69.79667.6 介
(2'度)」旦生園実頓値2年率

違成準

(1)地域の力でまちづくりを進める

③地域防災力の向上
地域コミュニティ連絡協議会」と協力して防火防災訓

練を実施し、自助・共助の意識を醸成する。

●消防団の活動のPR・情報発イロにより、消防団員の確保

に取り組む。

(3)地域をネットワークでつなぐ

①道路ネットワークの充実

【具体的な事業】

・道路新設改良事業(江平浜平線、中川鳴滝3号線、川上町

出雲線、清水町白鳥町1号線、大橋町赤迫1号線、籠町稲

田町1号線、虹が丘町西町1号線、相川町四杖町1号線、

都市,1画道路東崎縦線、都市計画道路つつじが丘西

、都市計画首四駅前線)

(3)地域をネットワークでつなぐ

③情報ネットワークの整備促進

【重要業績評価指標(KP I)】

目標基準
R6指撫名 R5R3 R4R2

(時期)(時期)

694

R5

697

R6

(3)地域をネットワークでつなぐ

③情報ネットワークの整備促進

【重要業績評価指標(KP D】

目標基準
指標名

(時期) (時期)

700

光インターネ

ツトサービス

未整備地区

改訂後

光インターネ

yトサービス

未整備地区

22

9地区

(元年度)

消防局予防

課

9地区

(元年度)

0地区

矩翌虐1

地方創生関

係交付金と

の整合

区分

目値

実机値

達成率

0地区

(3年度)
介

改訂理由

R2 区分

目値

実績値

達成牢

R3

第五次総合

計画との整

9

介

土木建設課

東長土地

区画整理事

務所

R4

情報統計課

0

所管課

R5

9

自治振興課

合

合



NO.頁

特定目標

認 P99

交流の産業化

<数値目標>

指名 区分 R3R2 R6R5R4
(時期)

目標値 555 1 引51.627 1,7241.426
銀き消 1.496 億円 1815 億円 介 実織値費額

(30年) (6年)
[暦年] 達成率

目楳値 2叫124912183850 2779
経済波

2779億円2292 位円 介 実績値及効果
(30年) (6年)

〔県内]
達成率

(1)顧客創造プロジェクト

①外国人観光客の誘致・受入の推進

【重要業績評価指標(KP D】

指名区分 R6R2 R3 R5R4

目標値 lm,841 2的4田 298,387 343,145 394,617
外国人延 306,019 394,617

介 実縦値べ宿泊者人泊 人泊

(6年)数[暦年](30年) 達成率

クルーズ 目標値 239、^ 751^ 763.〔肋 779.^ 7鮖,^
船乗 732'538 795.伽0

介・乗務人 実績値人

員数[暦(元年) (6年)
達成率年]

(1)顧客創造プロジェクト

② MICE誘致・受入の推進

被爆75周年を迎える 2020年に、平和をテーマにしたフ

ルマラソン大会として「長崎平和マラソン」を開催し、被

爆地長崎から核兵器廃絶と世界の柏久平和の実現に向け

たメッセージを発イロするとともに、長崎市のスポーツの振

興を図り、併せてスポーツを通じた交流人口の拡大、地域

経済の活性化につなげる。

所管課

29

改訂後改訂前

PI00

目値
〔時期)

改訂理由

スポーツ振

興課

30

観光交流推

進室

観光政策課第五次総合

寸画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

毒慮)

PI01 第五次総合

計画との整

(コロナ合

の影響を考

慮)

<数値目標>

目標
指標名 区分 R4R3R2 R6R5

(時期)

目値 555
旅行消

1555憶円1.496徳円 介費額 実績値
6年)(30年)

[暦年] 達成率

目値 850 1660 2125 2193
経済波

2292 億円
"^介実縦値及効果

30年
県内]

達成牢

(D 顧客創造プロジェクト

①外国人観光客の誘致・受入の推進

【重要業績評価指標{KP I)】

指標名区分 R4R3 R6R2 R5

目標値 1伽.叫1 109,^ 180,^ 251000 323^
外国人延 306,019 323^

介 実縦値べ宿泊者人泊 人泊

數[暦年](30年) 6年 達成率

クルーズ 目標値 239.0伽叫0卯 382,1肋 779,似17師,{肋
船乗 7325闘 795.1肋

介 実績値・乗務人人
員数「暦(元年)(6年)

達成率年J

(1)顧客創造プロジェクト

② MICE誘致・受入の推進

被爆80周年を迎える 2025年に、平和をテーマにしたフ

ルマラソン大会として「長崎平和マラソン」を開催し、被

爆地長崎から核兵器廃絶と世界の佃久平和の実現に向け

たメッセージを発信するとともに、長崎市のスポーツの振

を図り、併せてスボーツを通じた交流人口の拡大、地域

経済の活性化につなげる。

23

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)



世界遺産室

観光政策課

頁

PI02

改訂前

a)顧客創造プロジェクト

③交流のエリア拡大

【重要業績評価指標(KP D】

基準目
区分指名 R2

(時期)(時期)

世界遺
産

資産来

訪者数

(4 灸
産)

グリ
ンツー

リズム

体験プ
ログラ

ムの参
加者数

414'U5

三生曳)

11.908 人

(27~30

年度平均)

区分

目

13.2舶人

(6年度)

世界遺

産構成

1158伽0

人

(6年度)

噐

介

12358

1.617.697

人

(30年度)

PI03

12.583

(2)価値創造プロジェクト

①資源の磨き上げ

【重要業績評価指標(KP I)】

目標準
指根名 区分

(時期)(時期)

1803147

人

(6年度)

改訂後

(1)顧客創造プロジェクト

③交流のエリア拡大

【重要業績評価指標(KP D】

基 目標
指標名 区分 R2

(時期)(時期)

12.808

介

919.171 1 U401 1.62018 1.725'49 180314

13.033

R6

R2

13.258

介

世界'

産橋成

資塵来

訪者数
(4 責

産)

グリ
ンツー

リズム

体験プ
ログ

ムの参

加者教

919,171 504'

1,617.697

人

(30年度)

R3

1β03.147

人

(6年度)

人

(年度)(6年度)

世界遺産室

観光政策課

R2

世界遺

産成

資産来

訪者數
(4 資

産)

介

919.171 1 "401 1620.18 1.725.49 1.803.14 894

介

4,409

R3

414.445

人

至茎盟

6.伽0

(2)価値創造プロジェクト

①資源の磨き上げ

【重要業績評価指標(KP I)】

基準 目
指標名

(時期)(時期)

1.158{刃0

人

(6年度)

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

7500

介

919,171

9.伽0

所管課

農材振興課

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

10,5伽
目
標
値
実
績
値
達
成
率
目
値
実
救
値
達
成
率

値
実
纓
値
達
成
率

目
標
値
実
績
値
達
成
牢
目
値
実
績
値
達
成
率

来
数
資

産
者
 
4

)

資
訪
(
産

N
 
3

目
標
値
実
織
値
達
成
率



200

頁

PI05

改訂前

(2)価値創造プロジェクト

②サービスの向上と創出

【重要業績評価指標(KP I)】

指名 区分 R3R2 R4 R5 R6

目値 56.5 570 585575 58.0
観光満

58.5%545% 介度 実績値
竺旦生1 (6年)

【暦年]
達成率

目値 13.789 21.216 21,6如 22,057 22,498
鯉巌肩

22498円21,216円
費単価 実救値

(30年) (6年
[暦年] 達成率

(3)交流を支える都市の基盤整備

②海の玄関口の整備

松が枝国際観光船埠頭の 2 バース化の早期事業に向

け、県や長崎港松が枝国際観光船埠頭整備促進期成会によ

る関係機関等への要望活動を行う。

(3)交流を支える都市の基盤整備

②海の玄関口の整備

【重要業績評価指標(KP I)】

34

107

都市計画課PI06

R4 R4R5

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

35

196

PI07

R6 R5

200 196

所管課

観光政策課

改訂後

(2)価値創造プロジェクト

②サービスの向上と創出

【重要業績評価指標(KP I)】

目標指名基準 区分 R4R2 R3 R6R5
(時期)(時期)

訪問客 目値

の満足 90.9,b 介 実績値
度[暦(30年)(6年)

達成率年1

目値 13,7的 21,110 21.321 21.534 21.749
旋丘消

21.7約円21.216円 介 実績値費単価
(30年) (6年)

【暦年] 達成率

(3)交流を支える都市の基盤整備

②海の玄関口の整備

松が枝国際観光船埠頭の2バース化の早期完成に向け、

県や長崎港松が枝国際観光船埠頭整備促進期成会による

関係機関等への要望活動を行う

(3)交流を支える都市の基盤整備

②海の玄関口の整備

【重要業績評価指標(KP I)】

指樟名

長崎港に

おけるク

ルーズ船

の寄港回

数[暦年]

R6
基串
(時期)

目

(時期)
指名

長崎港に
おけるク

ルーズ船

の寄港回

数[暦年]

183 件

(元年)

都市計画課

2Φ件

(6年)

基準健

(時期)

目標

(時期)

183 件

(元年)

区分

200件

(6年)

区分

目標値

実績値

達成率

第五次総合

計画との整

介

R2

目値

実緬値

達成率

介

R2 R3

107

R3

合

Q
3

N



427

頁

PI08

改訂前

(4)交流の産業化を進める体制づくり

①長崎市版DM0の機能充実

基皐 目標
指標名 区分 R2 R3

(時期)(時期)

目値 4伽 672

般光客数 705万人 807 万人 介 実綴値
〔暦年1 工旦生1(30年)

達成率

目値 410250
日帰り

439 万人 480万人 介客数 実績値
6年)(30年)

[暦年]
違成率

目値 262揺3

宿泊客數 327 万人266 万人 介 実績値
(30年)[暦年] (6年)

達成牢

所管課

観光政策課

7伽

469

297

480

訪閏客数
[暦年]

313

日り訪

問_客数
【暦年1

R6

327

340

R4

宿泊客数

[暦年]

R4

715

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

752

R5

552

( 4)

①長

指標名

782

R6 R5

455

改訂後

交流の産業化を進める体制づくり

市版DM0の機能充実

基単 目標
区分 R2 R3

(時期)〔時期)

目値 403

715 万人705万人 介 実鞍値
(30年) (6年)

達成率

目値 194

439万人 429万人 介 実綾値
狸包(30年)

達成串

目標値

266 万人 2部万人 介 実績値
(30年) 6年

達成率

807

6



NO. 頁

P110

改訂前

Ⅶ数値目標、重要業績評価指標(KP D の説明

基本目標1 経済を強くし、新しいひとの流れをつくる

<数値目標>

指標名
基皐値

(時期)

法人市民

税法人税

割を課税

された法

人数

目標値

(時期)

法人市民税法人割を課税される法人数を増加させ

ることで、一定の収益を、・ている法人が加

るとともに、用のを加させ、ひいては済

の強化につながるものと考えられるため.

さらなる生産年齢人口の減少が見込まれる中にお

いても、新たな産業の」出・育成などの取り組み

により、直近5力年の伸び牢である年平均 1.8ポ

インをと

法人市民税の決算料により把握する.

指標の説明

企案誘致

に伴う新

規雇用者

数[累計]

改訂後

Ⅶ数値目標、重要業績評価指標(KP D の説明

基本目標1 経済を強くし、新しいひとの流れをつくる

<数値目標>

2.358 人

(30年度)

・新規雇用者数が増加することで、定住人口の加

や地域経済の活性化につながると考えられるた

め.

・令和2年度の目標値は、現行の総合計画の目榎値

をそのまま設定する.令和6年度の目標値につい

ては、直近の とし、過去30 }を

5 の実の加率をにする.

・誘致企業への聞き取りにより把握する

3,810 人

(6年度)

指名

移住者数

基値

(時期)

法人市民

税法人税

割を課税

された法

人数

92 人

30年度)

目

(時期)

・移住者が増加することにより、人口減少の抑制に

つながると考えられることから、県外からの移住

者数を指標とする.

・本市への転入者が今後減少していくなかにおいて

も、移住希望者に対するきめ細やかな支援を行う

ことで移住者を安定的に確保していくという考え

方のもと、令和元年度の目標移住者数である200

人を令和2年度以降も毎年度確保し、総合戦略期

間で合計1000人の移住者数をめざすこととす

る。

・毎年度の移住者数のにより把握する.

4,091 社

(28~2年

度平均

2伽人

(6年度

4ρ91 社

(6年度)

人口減少やコロナ禍などにより地場事業者を取り

巻く環境が悪化するなか、法人税割を課税された

者の営力や法人数を持ることで,

生産が向上しているとえられるため.

過去5年問の平均である4四1 社の維持を目標と

る

「市町村税課税状況等の調」により把握する.

指標の説明

企案誘致

に伴う新

規雇用者

数[累計]

改訂理由

291 人

(2年度)

・新規雇用者数が増加することで、定住人口の増加

や地域経済の活性化につながると考えられるた

め。

・コロナ禍前の過去3年問(H28~H30)の平均増

加人数約283 人を踏まえ、令和3年度以降、毎年

度平均3伽人の新規雇用者が創出されることを目

標とする.

・誘致企業への闘き取りにより把握する。
※企業誘致に伴う新規雇用者数については、令和2年

定したため、ム和2年績値基

目値には鞍値を記駐

・移住者が加することにより、人口減少の抑制に

つながると考えられることから、県外からの移住

者数を指標とする.

・本市への転入者が今後減少していくなかにおいて

も、移住希望者に対するきめ細やかな支援をhう

ことで移住者を安定的に確保していくという考え

方のもと、新型コロナウイルス感染拡大の影響に

1.491 人

(6年度)

所管課

第五次総合

計画,第五

次経済成長

戦略との整

合(コロナ

の影響を考

慮)

移住者数

産業雇用政

策課

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

より地方

え、ム和元

産業雇用政

策課

150人上せした 350人を▲和 4

確することをめざこととする

毎年度の移住者数の実披により把握する.

の

の目

がまコていることをま

第五次総合

計画との整

合(コロナ

の影響を考

慮)

である 200 人に

以

移住支援室

3"人 350人

(2年度)(6年度)

4,161社 4,549社

(元年度)(6年度)

合
」
'



用状況査により

頁

P111 <重要業績評価指標>

(D 魅力ある仕事をつくる

基準目
指標名

(時期)(時期)

改訂前

「新産粟の種」

となり得る大

学及ぴ誘致企
業等と地場企

業との新たな

取り組みの数

鰹如

・大学、誘致企業、地場企業などの様々な知見

やノウハウなどがみ厶わさることで、これ

まで長崎で生産していなかった新たな製品や

サービスを生みし、雇用の創や地域済

の活性化につながると考えられるため。

・市の事業の活用をきっかけとして、新たな製

品やサービスの創をめざして、大学及び

致 と企とのでの共三や

作品開発、事業計画の作成などを対象とす

る

・大学の研究や誘致企業の事業の説明会や、地

域課題の解決の事業化などの取り組みを行う

ことにより、年1件程度ずつ有望な取り組み

を生み出すことを目標とする。

・市の事業を活用した企業に対するアンケート

等により把握する.

旦性
(元年度)

指標の説明

5件

6年度

企業立地件數

市外企業新

設)[累計]

<重要業績評価指標>

(D 魅力ある仕事をつくる

準 目
指標名

〔時期)(時期)

塑丘
(30年度)

均足牢が加するこで、

墾性
(6年度)

・市外企業が市内に事業所を新設することは、

市内での雇用機会の拡大につながると考えら

れるため.

}を基,,・直近の立地件の 30

' 5 の実 【3 /の'加

追加する。

・年度末の実累計により把握する.

市内大学卒業
者の市内就職

杢

改訂後

世代から選ばれる

県外企業等と

の協案による

新規事業創出

に係る実証事

禦の実施件数

曝きり

240亨6

(30年度)

・市内大学卒業者の地元就職牢を向上させること

で、地元企業における若年者の人材確保が図

られ、地元企業の強化につながると考えられる

ため。

査をーつている成2g 3月以でも牢

のい成 29 3月の「29.0%

(令和7年3月)に上回ることを目標とする。

・市内大学への卒業生の就叢状況餌査(市独自

餌査)により把握する。

1件

2年度)

られるため

・直近3 でもい成30

上回ることを目標とする.

握する.

・地域課題解決をテーマにしたオープンイノ

ベーションの手法を活用した事案化が図ら

れることで、地域に根幾した新たな産業の

創出の可能性につながると考えられるた

め

・令和3年度以降、新規事業創出について、

市が支援した実証事業を毎年度2件以上実

施することを目標とする.

・年度末の実鋲累計により把握する.

※厶 2年度織位を基値として目定し

たため、和2年目値には績

指標の説明

者に対る

9件

6年度

が

の実.を

改訂理由

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

企業立地件數

(市外企業新

設)[累計]

所管課

産業雇用政

策課

2件

(2年度)

・市外企業が市内に事業所を新設すること

は、市内での雇用機会の拡大につながると

考えられるため。

和2 のを基に、基1 か'

立地企業を毎年3件増することを目標とす

る。

累計により把握する・年度末の実
設定Lして目※▲和2年 績

には穎値 記たため、ム和2

14 件

(6年度)

事聿者への新

卒採用状況調

査における求

人数に対する

平均充足牢

76696

(30年度

になっていると

フ7096

6年度)

合

」
'

盤

N
 
4

と
を

く
え



頁

P112 ( 1 )

改訂前

魅力ある仕事をつくる

目標

(時期)(時期)
指標名

市内企業への

新卒採用状況
調査における

UI」ターン

就職者数

2乃人

130年度1

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

300人

【6年度)

・U IJターン就職を促進していくことで、地元

企業における若年者の人材確保が図られ、地

元企業の強化につながると考えられるため.

・平成31年3月の実績値「2乃人」の1割増を毎

年維持することを目標とする.

市内企業への新卒採用状況調査(市独自調
査)により把握する.

指名

指標の説明

基串値

(時期)

創業サポート

の支擡に
よる創業者数

目値

(時期)

245者

(30年度)

(D

改訂後

魅力ある仕事をつくる

準値目撫値

(時期)(時期)

・新たな創業者が加することにより、市内の

就業機会の確保や地域経済の活性化が図られ

ると考えられるため。

・令和6年度の目標価については、直近の相談

者教の実(30 を、とし、過去4

のの率をに相談者数を算

し、この相談者数に過去4年問の平均開泰牢

指標名

276 者

」生区

璽童者への新
卒採用状況鯛
査におけるU

IJ ターン就

者撒

市のスタートア

指の説明

ツプ支摂を受
けて起業した

者の数【累計1

を

・創 への照により・する

・スタートアップ(新たなピジネスモデルの構

築やたなの拓を目指す起・が加

することにより、地域課距の解決や裏崎の経

済規模の拡大が図られると考えられるため.

・現状では市ではスタートアップに特化した支

援をーつていないめ を0とする.

のタートア・プ支援を通じて、 関

や金馳機関などのスタートアップ支援柵関に

つながり、起業した者を対象とする。

・スタートアップで起業するまでには、脚鐵計

画の作成や金調達等で時問がかかることを

考慮して、令和4年度から1者ずつスタート

アップが輩出されることを目標とする.

・年度末の実績により把握する.

280 人

(28~2年

度平均)

じて

(2)新しい仕事へのチャレンジを応援する

300 人

(6年度)

・U IJターン就職を促進していくことで、地元

企業における若年者の人材確保が図られ、地

元企業の強化につながると考えられるため.

・直近5年問の平均値の約1割増を毎年維持する

ことを目標とする。

・串案者に対する新卒採用状況詔査により把握

する

の目

指名

指裸の説明

を する

準
(時期)

創業サボート
長崎の支援に

よる 1業者数

目標
(時期)

改訂理由

第五次総合

計画、第五

次経済成長

戦略との整

221 人

(元年度)

所管課

産業雇用政

策課

2能人

16年度)

0者 3者

(30年度)(6年度)

新たな業者が加することにより、市内の

就業搬会の確保や地域経済の活性化が図られ

ると考えられるため.

過去の実を基に、今後の 1 者数を

5%と見込み、2肌人を目とする

各支援機関の実緬報告により把握する。

指標の説明

(削除)

合

■
 
1



NO. 頁

P113

朝

( 2 )

改訂前

新しい仕事へのチャレンジを応援する

指標名
基串

(時期)

新規漁業就業

者数1累計1

目標

(時期)

21 人

130年度)

・就者がえることで、 のに

と考えられることから、長崎市の研修事業を活

用した新規漁業就業者の累計数を指標とする.

・直近5ケ年(25~30年度)の新規漁業就業者の

平均値10人に対し、漁業者数が年心減少して

いることを勘案し目標値を高く設定し、毎年度

2人増を目標とする。

・就業者実績により把握する。

31 人

{6年度}

産物販売額

指の説明

54 3 億円

56 1 億円

16年度}

業者が減少する中、産物販売額が加する

ことが、総合的な取組みとして業の振興の成

乗と考えられるため,

・採地びわ気象災害を考慮した産物販売額匝近

5力年の・加額の平均値03億円を、目標値と

立豆L
・毎年度、市場・協・直売所等に調査を行い
把握する.

( 2 )

改訂後

新しい仕事へのチャレンジを応援する

漁業生産

指標名

48,264 ト

他7~29

年垂塑

準

(時期)

新規漁業就業

盡堂

・漁生産.'が加することで、 7k産.源.の

加とともに水産業の振興が図られていると考

内全の漁・・えられることから、

を指操とする。

.の平均増・直近 6 ケ年(H23~H29】の漁業生産

加率が 04%であるため、 1%

標とする.

・長崎県水産部の「漁業港勢調査結果」により

把握する.

50,67フト

」旦里

目

(時期)

12 人

{元年度1

15 人

16年度1

・漁業に従事する者が増加することが、水産業の

維持・発展につながると考えられるため.

・直近5 ケ年(H27~元年度)の平均が15人であ

ることから、毎年度15人を目標とする。

・漁協等の関係団体に照会し把握する.

産物販売額

指の説明

49.3 億円

12年度)

から4%

改訂理由

53 3 億円

16年度1

業者が減少する中、産物販売額が加する

ことが、総合的な取組みとして業の振興の成

果と考えられるため。

ム和元・ム・和7 に直近3力の

毎年度1億543億円)とすることを目標とし、

円を目'とする

・毎年度、市協・直売所等に調査を行い
把握する。

漁業生産

第五次総合

計画、第4

次水産振興

計画との整

所管課

48 開0 ト

ン

住8~30

年平均1

水産振興課

50,315 ト

生産,が加ることで

ると考えられるため.

直近3力

を目 る

・長崎県水産部の「漁港港勢調査結果」により

把握する.

水産振興課

第五次総合

計画、第

次農業振興

計画との整

の を基

農林振興課

が活

とし、基

ヒしてい

第五次総合

計画、第4

次水産振興

計画との整

合

合

合

、
-
 
6

釜
"
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移住支援室

頁

P114 ( 3 )

指標名

学ぴ、暮らし、

準

(時期)

報聴から情

報を得ている

市民の割合
Ⅱ0~20代}

改訂前

楽しむ魅力を高める

目

(時期)

・指標となる割合が増加することで、長崎の魅力

が若い世代へ届いていると考えられるため.

・市民意識調査「市役所からの情報をどこから入

手しますか」の問いに対して、10 代・20 代が

「フェイスプ・ク「ツイ・ターか'を'

ている割合(平成能~30年座の平均 3%)を

5 0%

【6年團

( 4 )

指の説明

移住を促進する

指名

和2

05%増を目標とする。

市民意謙調査において把握する。

基皐

(時期)

の目

( 3 )

目標

(時期)

移住相談件数

と

改訂後

学び、暮らし、楽しむ魅力を高める

基準値目標

(時期)(時期)

るその

指撫名

如旦性
{30年度}

移住支援にあたコては、移住希望者からの移住

相談に対してきめ細やかな支援を行うことで

移住につなげていくとの考えから、移住相談件

数により移住支援の状況を測ることができる

と考えるため。

情報誌及び
SNSから情報

を得ている市

民の割合Ⅱ0
~20 代}

1 000件

16年度)

指の説明

ム和元

件の相にじなが

9.296

(2年度)

令和2年度以降も数仙目標である移住者数知0

人を安定的に確保していくため、相談件数は

1,000件を維持する必要があると考えるため.

毎年度の相談件数の実により把握する.

に

・指標となる割合が加することで、長崎の魅力

が若い世代へ届いていると考えられるため.

・10代・20代が「ツ、、ター「フエスプ,ク

「インスタグラム「ーインから,をてい

る割合を評価指標とする.

・令和6年度までの5ケ年において、毎年度、対

前年度比8%増を目標とする.

・市民意識調査において把握する.

12、 5%

16年度}

( 4 )

指標の説明

200人を目に約 1 000

移住を促進する

指名

に取り

(時期)

改訂理由

KP1要素

の修正

んだ

目標

(時期)

移住相談件数

所管課

広報広聴課

1 138 件

堂盆型

・移住支援にあたっては、移住希望者からの移住

相談に対してきめ細やかな支援を行うことで

移住につなげていくとの考えから、移住相談件

数により移住支援の状況を測ることができる

と妻えるため。

・令和元年度は移住実韻292人に対し、相談件数

3U人には 1,000 、ム和2 は

対し、相数は約1,100件であった.今後、

移住者数闘0人を安定的に確保していくために

は、相件数は1,200件を限持必

があるとえるため

・毎年度の相談件数の実により把握する.

1,200 件

16年度1

指標の説明

第五次総合

計画との整

(コロナCI

の影響を考

慮)

N
 
4



型コロナウイル

頁

P117

改訂前

基本目標2 子どもをみんなで育てる子育てしやすいま

ちをつくる

<重要業績評価指標>

(1)結婚・妊娠・出産の希望をかなえる

指名
基準

(時期)

・長崎県及び 21 市阿が共同営する企業問交流

事業則ilcon (ウィズコン)ながさき」におけ

るマッチング件数。

・マッチング数がえることで、結婚を望む独身
5件

の希望の実現につながると考えられるため.
鉐件」元隻図 ・当該,:,'{'、ム和元 10月からスタートし、 4

【6年度1※4ケ月
ケ月,で5件のマ、,チングがあった

.ム和2 は、 巧を自、

とし、その後、年5件増加を目標とする.

・「W1τCon (ウィズコン)ながさき」のマッチン

グ実績により把握する、

子育ての環境を充実する

「欝izcon (ウ

イズコン)な

がさき」にお

けるマツチン

グ件数

目標

(時期)

鮨 P119

を厶和6

( 2 )

ス感・症の,によりハている活を

常時の水準まで回復させることを目指す.

・実施状況により把握する.

第五次総合

計画との整

合 (コロナ

の影響を考

慮)

指の説

指標名

改訂後

基本目標2 子どもをみんなで育てる子育てしやすいま

ちをつくる

<重要業績評価指標>

(D 結婚・妊娠・出産の希望をかなえる

基準

(時期)

子どもを守る

ネットワーク
バトロール実

施回数

目

(時期)

6 100 回

{26~30

年度平均】

指根名

の目 とし

・子どもを守るネットワークバトロール実施回

数.

・パトロール実施回数の維持により、子どもの安

全を地域で見守る活動が定していると考え

られるため.

・平成26年度から平成30年度の平均価6100回

を維持することを目標とする。

・実施状況により把握する.

6 100 回

【6年度)

準

(時期)

・長崎県及び 21 市町が共同運営する企業問交流

事業「謝Izcon (ウィズコン)ながさき」におけ

るマッチング件数。

・マッチング数がえる二とで、結婚を望む独身
8件 の希望の実現につながると考えられるため。

契丑」元茎型 ・当該車業は、令和元年10月からスタートし、 6
16年度】※6ケ月

ケ月閻で8件のマッチングがあったため、この

実編を踏まえ年問 16件を準とし、令和 4年

度から年4件増加を目標とする.

・r欝Izcon (ウィズコン)ながさき」のマッチン

グ実により把握する.

子育ての環境を充実する

rwizcon (ウ

イズコン)な

がさき」にお

けるマッチン
グ件数

指の説明

目

(時期)

( 2 ) こどもみら

い課

指標の説

指揖名

改訂理由

第五次総合

計画との整

準

(時期)

子どもを守る

ネットワーク
パトロール実

施回数

所管課

長崎創生推

進室

目標

(時期)

4,478 回

【2年度1

・子どもを守るネットワークバトロール実施回

数.

・パトロール実施回数の維持により、子どもの安

全を地域で見守る活動が定していると考え

られるため.

・平成 27年度から令和元年度の平均値 6,200 回

指標の説明

合

0
年

N
 
4



自治振興課

頁

P120 ( 2 )

改訂前

子育ての環境を充実する

指名
準

(時期)

虐待の改善率

目標

(時期)

50

81.6%

【26~30

年度平均}

P1器 基本目標3 「まちの形」と「まちを支えるしくみ」をつくる

<重要業績評価指標>

(D 地域の力でまちづくりを進める

・虐待相談の実件数のうち、指導等の対応により

改善したものと専門機関へ引き継ぐ支援をし

たものの割合。

・改善率を維持することで、子どもが人権害の

被害から守られることにつながると考えられ

るため.

・改善率 860%を目標とし、基準値 816%から

09,イントのをとする。

・相談実により把握する

86 0%

」旦盆盟

指標の説明

指標名
基準

(時期)

( 2 )

改,1後

子育ての環境を充実する

自治会加入率

目

(時期)

指撫名

6且 7%

1元年度1

(時期)

・自治会加入率の向上が,単位自治会の活性化を

類推する指標として適当であり、ひいては地域

コミュニティの活性化に繋がると思われるた

め.

・令和6年度末までに自治会加入率が700%に向

上することを目指し、目標値を設定した.

・4月1日時点の国勢鋼査に基づく推計世帯数

と、各自治会から報告のあった加入世帯数に

より把握する.

虐待の改善率

70 0%

16年團

目標
(時期)

指標の説明

87 2%

(2年度)

基本目標3 「まちの形」と「まちを支えるしくみ」をつくる

<重要業績評価指標>

(1)地域の力でまちづくりを進める

待相談の実件数のうち、指導等の対応により

改善したものと専門機関へ引き継ぐ支援をし

たものの割合。

・改善率を維持することで、子どもが人権侵害の

被害から守られることにつながると考えられ

るため。

・改善率372%{令和2年度1を維持することを目

標とする.

・相談実により把握する。

880%

16年度】

指標の説明

指標名

改訂理由

第五次総合

計画との整

基牟

(時期)

自治会加入率

所管課

子育て支援

課

目標

(時期)

67 6%

{2年度1

・自治会加入率の向上が、単位自治会の活性化を

類推する指標として適当であり、ひいては地域

コミユニティの活牲化に繋がると思われるた

め.

・令和6俸度に自治会加入率が閼 1%に向上する

ことを目指し、目標値を設定した.

・4月1日時点の国勢餌査に基づく推計世帯数

と、各自治会から報告のあつた加入世帯数に

より把握する.

69 7%

{6年度1

指根の説明

第五次総合

計画との整

合

合

N
 
4



観光政策課

頁

P125 ( 3 )

改訂前

地域をネットワークでつなぐ

指標名
基準

(時期)

光インターネ

ツトサービス
未整備地区

目

〔時期)

朋

9地区

【元年度1

・長崎市において光インターネットサービスが利

用できない地区数。

・未整備地区を無くし、長崎市内全域を光回線を

利用したインターネットサービスの提供エリ

アとすることが、地域問の報格差の解消につ

ながると考えられるため.

・活用を検討している国の補助串業が令和5年度

まではされること、また1在未整地が

9地あり、の財政担が大きいことから、

段陪的に整備を進め、令和5年度末までに未整

地を無ことを目とる。

・通信事業者からの報告により把握する。

P127 特定目標交流の産業化

<数値目標>

0地区

15年度1

指の説明

指名
基皐

(時期)

( 3 )

鯉坐消費
額[暦年1

改訂後

地域をネットワークでつなぐ

目

(時期)

指名

1,496 億

円

(30年)

基準

(時期)

・翌堂がまちにもたらす経済効果を示すとともに、
この増加が長崎韻光の魅力向上・メニューの充実

の度合いを示すと考えられるため。

・観堂客数の目標値に、観光消費単価の目標値を乗

じた額を目標とする。

・鯉堂客数に観光動向調晝をに出した1人当た
りの平均消費額を乗じて出する.

・令和2年の目標位は、新型コロナウイルスの影

を考慮。

・観光がまちにもたらす経済効果を示すと考えられ

るため.

・令和6年の般光消費額の目標値を基に出した経

済波及効果を目標とする.

・窒堂消費額を基に長崎県産業連関表を使用して経
済波及効果を出する.

・令和2年の目標値は、新型コロナウイルスの影響

を考慮

1 815 億

円

(6年)

光インターネ

ツトサービス

末整備地区

目標

(時期)

経済波及

効果【県

内1

指の説明

2,292 億

円

【30 制

9地区

1元年度)

・長崎市において光インターネットサービスが利

用できない地区数.

・未整地区を無くし、長崎市内全域を光回線を

利用したインターネットサービスの提供エリ

アとすることが、地域問の情報格差の解消につ

ながると考えられるため.

Uτ喚

凹

」旦里

0地区

{3年度1

特定目標交流の産業化

<数値目標>

指標の説明

指標名

から、令和3年度末までに未整備地区を無くす

ことを目標とする.

・通信事業者からの報告により把握する。

の助

改訂理由

国の制度変

更に伴う対

応

皐

(時期)

が厶和3

消
額[暦年]

目

(時期)

所管課

情報統計課

まで

1,496 億

円

(30年)

されること

L三匝値

巴
(6年)

・観堂笠がまちにもたらす経済効果を示すとともに、
この増加が長崎鰻光の魅力向上,メニューの充実

の度合いを示すと考えられるため.

消単価の目標値を乗勧問客数の目標値に、

じた額を目標とする.

・訪間客数に観光動向調査をに出した1人当た

りの平均消額を乗じて出する.

・旦操健は、新型コロナウィルスの影を考慮.

経済波及
効果1県

内1

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

指標の説明

?,2g2 億

円

130年1

2,193 億

巴

」旦生ι

・韻光がまちにもたらす経済効果を示すと考えられ

るため。

・令和6年の壕丘清額の目標値をに出した経
済波及効果を目標とする.

・座五消額を基に長崎県産業連関表を使用して経
済波及効果を出する。

・旦探鐘は、新型コロナウィルスの,響を考慮。

N



農林振興課

頁

凹訂 <重要業績評価指標>

(1)顧客創造プロジェクト

基準目
指標名

(時期)(時期)

の 1?,000 人(H

外国人延べ宿

泊者歓[暦

年]

改訂前

306,019

人泊

(30年)

・外国人観光客に対する受入環境の充実・1青報発

信の強化により外国人の宿泊者が増加すると

考えられるため

・霞光客数の目標値をに出した外国人延べ宿

泊者数を目標とする。

・市内宿泊施設からの報告をに集計して出す

る.

・令和2年の目標位は、新型コロナウイルスの
影響を考塵。

クルーズ客船

乗客・乗務員
数[暦年]

指標の説明

腔 P128

732,538

人

(元年)

(D

<重要業績評価指標>

(1)顧客創造プロジェクト

基準目
指標名

(時期)(時期)

195,000

人

(6年)

・クルーズ客船乗客の満足度を高めることによ

り、クルーズ客船乗客・乗務員数が維持・増加

すると考えられるため.

,クルーズ船の寄港回数の目標値を基に出した

クルーズ客船乗客・乗務員数を目標とする。

・船代理店に確認し実数を把握する。

,令和2年の自標値は、新型コロナウイルスの

影響を考盧.

指名

顧客創造プロジェクト

目標

(時期)(時期)

{27~30 13,258 人

茎庭巫」旦望園

塑

グリーンツー

リズム体験プ

ログラムの参
加者数

外国人延べ

宿泊者数

[暦年]

改訂後

Ⅱ,908人

住7~30

306, olg

人泊

130年1

・ツーリズム体験の参加者数が増加することで,

山漁村の魅力と交流の拡大につながると考

えられるため。

・直近4力年の参加者増加数の平均値225人を、

目標値とする.

・毎採度、グリーンツーリズム実践団体への調
査により把握する。

323.000

人泊

( 6年)

・外国人般光客に対する受入環境の充実・報発

信の強化により外国人の宿泊者が増加すると考

えられるため.

・霞光客数の目標値をに出した外国人延べ宿

泊者数を目標とする.

・市内宿泊施設からの報告を基に集計して算出す

る.

・目標値は、新型コロナウイルスの影響を考慮.

指標の説明

クルーズ客

船乗客・乗

務員数[暦
年]

指標の説明

732,5謁

人

(元年)

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

( 1 )

795,000

人

(6年)

・クルーズ客船乗客の満足度を高めることによ

り、クルーズ客船乗客・乗務員数が維持・増加す

ると考えられるため。

・クルーズ船の寄港回数の目標値をに出した

クルーズ客船乗客・乗務員数を目標とする。

・船舶代理店に確認し実数を把握する。

・目標値は、新型コロナウイルスの影響を考慮.

指標名

顧客創造プロジェクト

準値目標値
(時期)(時期)

所管課

観光交流推

進室

グリーンツー

リズム体験プ

ログラムの参

加者数

44仭人

12年度j

・ツーリズム体験の参加者数が加することで、

山漁村の蛙力と交流の拡大につながると考

えられるため.

10 500 人

16年度}

指標の説明

ム和7

まで加させることを目と2 ~30

する長嶋市第五次総合計画にづき、毎年約

る1,500人を目

・毎年度、グリーンツーリズム実践団体への調

査により把握する.

までに、コロナ

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

6

N
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観光政策課

頁

P128 a)

改訂前

顧客創造プロジェクト

基拳 目標

(時期)(時期)
指標名

世界'

構成
来訪者数

{4 資産1

1,617.6g7

人

伯0年度)

主要な世界遺産関迎施設である、グラバー園、

端島見学施設、大浦天主堂、外海歴史民俗資料

館の入館者数等を毎年1%増加させることを目

探とする.

・各施設への照会により把握する.

・金担2^四旦墨他は、新型コロナウィルス
の影響を考慮。

価値創造プロジェクト

基 目標
指の説明

(時期) (時期)

・世界"産の理解促進や来訪者の受入れ態勢の充

実等を図ることで、成産の来訪者が加す

ると考えられるため.

・世界遺産豊録直後から一定期問が経過し、来訪

1 803 M7

人

【6年度1

( 2 )

指標の説明

指標名

者 び率がち

世界迫産

構成'産

来訪者数
14 産}

とえうれることから

(D

改訂後

顧客創造プロジェクト

基準 目標

(時期)(時期)

1,617,697

人

(30年度)

指揮名

・世界追産の理解促進や来訪者の受入れ態勢の充

実等を図ることで、構成産の来訪者が加す

ると考えられるため.

・世界'産登録直後から一定期問が経過し、来訪

者数伸び率が矯ち着くと考えられることから、

"閲迎施ある、グラバー,、

端島見学施設、大浦天主堂、外海歴史民俗資料

館の入館者数等を毎年1%増加させることを自

標とする.

・各施設への照会により把握する。

・令和2年度の目標位は、新型コロナウイルス

の影響を考慮。

・受入れ態勢の整備やおもてなしの充実により、

来訪者の満足度が高まると考えられるため.

・平成29年、平成30年は調査手法の変更に伴い

値が上昇したため、改めて手法を見直し、基聿

年を平成28年とした.平成訟年の実縮値から

毎年0.5%ずつ上昇を目標とし、令和6年は

58,5%を目操とする.

・般光動向調査により把握する.

1 803 141

人

(6年度)

訪問客の

満足度

[暦年]

世界遺産
成

来訪者数

14 産1

観堂満足
度[暦

年]

414445

人

12年度1

545%

(28年)

90.0%

(30年)

1 158 000

人

(6年度)

( 2 )

・世界'産の理促進や来動者の受入れ態勢の充

実等を図ることで、構成産の来勧者が加す

ると考えられるため.

・訪間客数の伸び率と同値分増加させることを目

的とする.

における厶和? 用=

・各施設への照会により把握する.

・旦握他は、新型コロナウィルスの影響を考
慮.

58 5%

」亙生L

93.フ%

'亘圧L

指爆の説明

指標名

価値創造プロジェクト

基 目

(時期) (時期)

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合

世界遁産

構成産
来訪者数

(4 産)

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

老慮)

414445

人

【2年座}

所管課

世界遺産室

観光政策課

1,158,000

人

(6年度)

・世界遺産の理解促進や来訪者の受入れ態勢の充

実等を図ることで、成'産の来訪者が増加す

ると考えられるため.

・訪 のび E させることを目

的とする

※における 2 ネ を用

・各施設への照会により把握する。

・旦極処は、新型コロナウィルスの影を考
慮.

指標の説明

受入れ態勢の整やおもてなしの充実により、

訪閏者の満足度が高まると考えられるため。
・平成30年の実績値から 03-0.4%ずつ上昇を目

標とし、令和 6年は937%を目標とする。

綬光動向調査により把握する。

.
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指の説明

頁

P129 ( 2 )

改訂前

価値創造プロジェクト

基準値目値
(時期) (時期)

指根名

盤堂消
単価[暦
年]

21,216円

(30年)

・般光がまちにもたらす経済効果を示すととも

に、この加が長崎般光の魅力向上・メニユー

充実の度合いを示すと考えられるため。

・望渉客の区分(宿泊・日帰り、一般・学生)及

び支出の区分別に設定した目標額をみ上げ

た額を目標とする。

・般光動向調査により把握する。

・令和2年の目標値は、新型コロナウイルスの

影響を考慮.

22,498円

(6年)

( 3 )

指標名

交流を支える都市の基盤整備

指の説明

基準

(時期)

長崎港に
おけるク

ルーズ船
の寄港回

数1暦年1

目標

(時期)

( 2 )

183 件

(元年)

改訂後

価値創造プロジェクト

基準 目

(時期)(時期)
指名

・港湾施設の整備が促進されることで受入体制が

整い、このことが入港隻数に反映されるため。

・クルーズマーケットが急拡大から軟化して調整

局面入り、現状はほほフル活用されている状況

から、隻数が急増した平成 29年を除いた直近

3箇年の平均値200隻を目標値とする.

・県が発表する入港隻数において把握する.

・令和2年の目標値は、新型コロナウイルスの

影響を考慮.

200件

(6年)

消費

単価[暦
年]

指標の説明

21,216円

(30年)

・叡光等がまちにもたらす経済効果を示すととも

に、この加が長崎観光の力向上・メニユー

充実の度合いを示すと考えられるため。

・訪問客の区分(宿泊・日帰り、一般・学生)及

び支出の区分別に設定した目標額をみ上げ

た額を目標とする.

・霞光勳向調査により把握する.

・旦鐶値は、新型コロナウイルスの影響を考
慮。

21 749円

(6年)

( 3 )

指名

交流を支える都市の基盤整備

指標の説明

200件

(6年)

基準値
(時期)

長崎港に
おけるク

ルーズ船
の寄港回

数[暦年]

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

目標

(時期)

183件

(元年)

所管課

観光政策課

・港湾施設の整備が促進されることで受入体制が

整い、このことが入潅隻数に反映されるため.

・クルーズマーケットが急拡大から軟化して調整

局面入り、現状はほほフル活用されている状況

から、隻数が急増した平成 29年を除いた直近

3箇年の平均値知0隻を目標値とする.

・県が発表する入港隻数において把握する。

・且握値は、新型コロナウイルスの,を考

N



・宿泊客数の増加は、観光施策全般の推進成果を

示す数値であると考えられるため.

出島メッセ長崎開業及び新幹隷西九州ルート暫

定開業等を大限に活かした訪問客の加を

見込み、286万人を目標とする。
各交通機関による入込客数や高速道路及び主要

幹線道の交通等をに推計する.

・旦提鍾は、新型コロナウィルスの影響を考慮。

頁

P130

改訂前

(4)交流の産業化を進める体制づくり

指標名
基準

(時期)

年]

客数[暦

目標

(時期)

705 万人

(30年)

・塑堂客数の増加は、翻光施策全般の推進成果を

示す数値であると考えられるため。

京オリンビ,・ク'バラリンピ・,

セ長崎開案及び新幹線西九州ルート暫定開業

等を大限に活かした聾光客の増加を見込み、

8m万人を目標とする。

・各交通機関による入込客数や高速道路及び主要

幹線道の交通を基に推計する。

・令和2年の目標値は、新型コロナウイルスの

影響を考慮。

即7万人

」旦舞L

指標の説明

日帰り窒逃客
数[暦年]

439 万人

(30年)

改訂後

(4)交流の産業化を進める体制づくり

・日帰り観光客数の増加は、観光施策全般の推進

成果を示す数値であると考えられるため.

,東京オリンピック・パラリンピック、出島メッ

セ長崎開業及び新幹線西九州ルート暫定開業

等を最大隈に活かした日帰り聖堂客の増加を

見込み、朝0万人を目標とする.

・各交通機関による入込客数や高速道路及び主要

幹線道の交通等をに推計する。

・令和2年の目標値は、新型コロナウイルスの

影響を考慮.

4即万人

( 6年)

宿泊客数[暦
年]

指標名
基準

(時期)

266万人

(30年)

年1

客数[暦

,宿泊客数の増加は、観光施策全般の推進成果を

示す数位であると考えられるため。

・東京オリンピック・パラリンピック、出島メッ

セ長崎開業及び新幹線西九州ルート暫定開業

等を大限に活かした盤批客の増加を見込み、
327万人を目標とする。

・各交通機関による入込客数や高速道路及び主要

幹線道の交通等を基に推計する.

・令和2年の目標館は、新型コロナウイルスの影

響を考慮。

目標

(時期)

327 万人

( 6年)

705 万人

(30年)

・財問客数の加は、観光施策全般の推進成果を

示す数値であると考えられるため

及び新幹線西九州ルート暫・セ

定開業等を大限に活かした鼓閏客の増加を
見込み、刀5万人を目標とする.

・各交通機関による入込客数や高速道路及び主要

幹線道の交通をに推計する。

・旦姪望は、新型コロナウイルスの影を考
慮。

715 万人

(6年)

閉6万人

(6年)

指の説明

日帰り勧問客

数[暦年]

改訂理由

第五次総合

計画、観

光・MIC

E戦略との

整合(コロ

ナの影響を

考慮)

439万人

(30年)

・日帰り訪問客数の加は、観光施策全般の推進

成果を示す数値であると考えられるため.

・出島メッセ長崎開業及び新幹線西九州ルート暫

定開案等を大限に活かした日帰り客の

増加を見込み、429万人を目標とする.

・各交通機関による入込客数や高速道路及び主要

幹線道の交通等をに推計する.

・目標価は、新型コロナウイルスの影響を考
慮。

4四万人

(6年)

所管課

観光政策課

宿泊客数[暦
年]

266 万人

(30年)

8
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